
表丹沢方面の自然公園情報 
 

日付：令和 4年 11月 8日（火）－ 9日（水） 

コース：釜立沢－姫次－蛭ヶ岳－丹沢山－塔ノ岳－二俣 

天気：晴れ  気温：6度（9日 11時半頃、丹沢山山頂にて）  

外出が難しい方も多い社会状況ですが、パークレンジャーの活動情報を見てお楽しみください。 

 

＜登山道・自然情報＞ 

●パークレンジャーは普段日帰りで巡視をしていますが、神奈川県最高峰の蛭ヶ岳は丹沢の中

央に鎮座するため、作業しながらでは日帰りが難しい場所にあります。そのため、今回 2年ぶ

りに宿泊巡視を行い、丹沢の北側から蛭ヶ岳を経て南側まで縦走しました。  

 

●釜立沢から登り始めしばらくすると、カエデ類の紅葉が見ごろを迎えていました。上を見上げ

ると光を浴びた葉がきれいですが、足元にも目をやると様々な種類のカエデがあることがわ

かります。 

 

 

 

 

 

 

 

 鉄杭 

 構造階段ナット〆 

●登山道の様子＆紅葉 

 

●姫次はカラマツ林に囲まれた休憩ポイントです。葉が散り始めていましたがカラマツの黄葉を

楽しむことができました。富士山とこれから目指す蛭ヶ岳を眺めて気持ちを引き締めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

蛭ヶ岳                  富士山 



●蛭ヶ岳直下は長い構造階段が続きます。しばらく巡視をできていなかった区間のため、構造階

段のナットの緩みや抜けが多く、締め直しの作業をしながら進みました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●作業を終え蛭ヶ岳に到着し、この日は蛭ヶ岳山荘に宿泊しました。 

図らずも、山頂から皆既月食と街の夜景を見る事ができ、最高のご褒美となりました。  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



●翌朝の気温は２度。日の出の時は晴れていましたが、その後雲と風が出てきて、冬のような寒

さです。防寒対策が必須な季節になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●蛭ヶ岳から塔ノ岳までは気持ちの良い稜線歩きが続きます。稜線上はすっかり落葉していまし

たが、谷の山肌には僅かに紅葉した木も残っていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●一方、この区間は鉄杭の突出が非常に多くあり、なかなか先に進めません。ひたすら杭を打ち

続けながら進んだ結果、蛭ヶ岳から塔ノ岳まで約 7時間かかってしまいましたが、悔い（杭）

を残さず、今回の巡視を終えることができました。 


